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《メサイア》 作曲の背景 歴史 現在
脳卒中で倒れ、
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村原京子

゜オ
ペ
ラ
か
ら
オ
ラ
ト
リ
オ
ヘ

《
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》

年
末
に
な
る
と
「
「
メ
サ
イ
ア
〉
＆

念第
9
》
を
聴
か
に

ゃ
年
は
越
せ
ぬ
ー
・
＇
と

〈
ハ
レ
ル
ヤ
〉
に
起
立

・
成
心
動
し

て
い
た
増
者
＂
封
体
中
を
走
る
戦
探
が
そ
の
後
の

デ
ル
研
究
」

へ
誘
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
c

「
ヘ
ン

本
来
な
ら

昨
年
＆
今
年
も
数
多

「
メ
サ
イ
ア
〉
が
歌
わ
れ
た
平
11
、
コ

111ロー
・

ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
最
も
制
限
さ
れ
る
七
11
楽
表
規
形
應
合

な
ら
ば
皆
様
を
文
字
で

《
メ
サ
イ
ア
》
背
娯
へ
：
・
O

G

.

F
・
ヘ
ン
デ
ル
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生
ま
れ
故
郷
ド
イ
ツ

・
ハ
レ

を
離
れ
、
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間

(l
7
1
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¥
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7
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o
)イ
ギ
リ
ス

・

ロ
ン
ド
ン
で
オ
ペ
ラ
削
作
＆
オ
ベ
ラ
聞
場
経
党
に
没
叩
゜

経
常
不
振
・
倒
廂
を
絲
り
返
し
な
が
ら
も
、
イ
ギ
リ
ス
で

イ
タ
リ
ア
・
オ
ペ
ラ
を
不
動
の
も
の
と
し
、

40余
仙
の
オ

ペ
ラ
作
品
と
上
演
記
録
を
残
し
ま
し
た
。
そ
の
近
は
平
穏

で
は
な
く
、
オ
ペ
ラ
人
気
が
危
う
く
な
る
と
オ
ラ
ト
リ
オ

を
上
梱
す
る
経
党
者
原
惰
楽
監
粁
。
イ
タ
リ
ア
沿
オ
ペ
ラ

に
疲
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
聴
衆
に
と

っ
て
、
唄
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に
よ
る
け

国
語
炎
語
オ
ラ
ト
リ
オ
は
心
休
ま
る
而
も
あ
っ
た
で
し

ょ
う
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オ
ペ
ラ
＆
オ
ラ
ト
リ
オ
を
棟
る
ヘ

ン
デ
ル
は
、
オ

ペ
ラ

っ
デ
イ
ダ
ミ
ア
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最
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に
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ド

ン
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オ
ペ
ラ
界
引
退
宣
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、
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に
齢
印
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。
脳
卒
中
で
倒

れ
、
梢
神
的
に
も
力
尽
き
て
の
引
退
に
、
机
間
は
「
ヘ
ン

デ
ル
は
二
瓜
と
立
ち

K
が
れ
な
い
＇
と
唸

。

西
に
沈
ん
だ
太
楊
は
、
再
び

《
メ
サ
イ
ア
〉
を
掲
げ
て

東
の
空
に
c

「
ヘ
ン
デ
ル
を
此
処
で
終
わ
ら
せ
て
は
な
ら

ぬ
，
と
再
起
を
促
し
た
の
は
、

3
年
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ラ
ト
リ
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｛
サ

ウ
ル
》
(
1
7
3
8
)
の
台
本
を
提
供
し
た
チ
ャ
ー
ル
ズ
・

と
ヘ
ン
テ
ル• 

’―論置曹i

- 7--- ―-, 

‘
 

|
 
J

a

,
 

、9

，
 
ー

、
＇ 

9. 

．

、

．

．

．

亀

，

＃

9A'‘
、
”
、
i

、̀

9‘ 
£
 

-9-

9
し

~
 

占
も
{

ゲオルク ・ノリードリヒ ・ヘンデル
(C:,-nct F,・iNl,i,・h I l!inヽ1,111ボ.,.17r,り）

＊特別企画 (l)

~ 
叫 l

~ い ~ 誓勘一
―ー iLl~い

毎
図？

ノ ― ―

|
|
1
 

ジ
ェ
ネ
ン
ズ

(l
7
0::; ........ 
1
7
7
3
)？
史
な
る
ヘ
ン
デ

ル
の
才
能
を
信
じ
‘
叩
ltI
に
桔
づ
く
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イ
ア
｝
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本

を
It1
き
、
受
難
週
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に
訓
岱
す
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よ
う
説
得
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休
投
を
決
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込
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で
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た
ヘ
ン
デ
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、
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ェ
ネ
ン
ズ
か
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ス
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牛
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へ
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．
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ア
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シ
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。
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っ
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れ
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典
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〉
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が
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載
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、
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祁
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（図
2
）、
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月

6
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匂4、,n油地で初油日 (4月13日）に開紅されているダプリン市民《メリイJ'》 (li名匹切

に
第

111
部
を
終
え
（
図
3
)
、
令

2
5
9
頁
ぃ
代
史
に
楽
淵

紬
成
検
討

・
内
声
の
允
実
に

2
日
間
を
要
し

9
)
14
11

完
成
1
•

あ
の
膨
大
な
作
品
を
幻
1
1間
で
完
成
さ
せ
る

と
は
1
・

召
使
が
迎
ぶ
食
市
に
も
殆
ど
手
を
付
け
ず
、
裂
食
忘
れ

霊
感
に
憑
か
れ
た
様
に
古
い
た
と
．．
 
，．いう
C

メ
サ
イ
ア

r
と

は
言
え
全
て
が
新
し
く
作
仙
さ
れ
た
の
で
は
無
く
、
、
11作

か
ら
の
転
用
も
多
々
、
そ
れ
故
、
完
成
疫
の
“
い
い

《
メ
サ

イ
ア
》
と
な
っ
た
の
で
す
。

《
メ
サ
イ
ア
》
ダ
ブ
リ
ン
初
演

ダ
ブ
リ
ン

・
シ
ー
ズ
ン
の
為
に
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
＆
歌

手
数
名
を
伴
っ
て
、

1
7
4
1
年

11
月
18Flダ
ブ
リ
ン
到

ゃ
仕
即
今
メ
サ
イ
ア
｝
と
思
い
き
や
、

12
月
の
コ
ン
サ
ー

ト
シ
ー
ズ
ン
は
初
期
の
オ
ラ
ト
リ
オ
《
エ
ス
テ
ル
て
他
、
世

俗
合
唱
鼎
袴
々
c

其
の
儡
越
年
1
7
4
2
年
ダ
ブ
リ
ン
第

2
シ
ー
ズ
ン
に
も
「
メ
サ
イ
ア
｝
は
現
れ
ず
…
、
遂
に

3

ロ
ン
ド
ン
t

メ
サ
イ
ア
｝
の
窮
地
を
物
沿
っ
て
い
ま
す
c

と

は
言
え
、
ロ
ン
ド
ン
初
演
に
於
い
て
、
そ
の
後
の

《
メ
サ

イ
ア
｝
油
奏
形
態
に
及
ぼ
す
画
期
的
出
米
ボ
ー
第
2
部
最

終
曲

〈
ハ
レ

ル
ヤ
〉
が
始
ま
る
と
聴
衆
が
起
寸
す
る
油
昼

形
態
ー
が
此
処
に
始
ま
っ
た
の
で
す
。
〈
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ル
ヤ
〉
の
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物
の
支
配
者
で
あ
り
、
我
々
の
‘
E
た
る
神
“
が
始
ま
る
と
、
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月

27
11ダ
プ
リ

ン
ジ
ャ

ー
ナ
ル
紙

K

発
表
。
＇
監
は

の
囚
人
救
済
と
ス
テ
フ

ァ
ン
街
マ
ー
サ
ー
柄
院
窃
支
援
の
為
、

J

2
|
J
化
ー
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ン
ブ

L
)
1
_
）
1
1
|
 

ル
街
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ
ー
ル
で
「
メ
サ

イ
ア
》
と
い
う
ヘ
ン
デ
ル
氏
の
折
し
い

オ
ラ
ト
リ
オ
が
油
岱
さ
れ
ま
す
。
2
つ

の
人
叩
党
の
唄
歌
隊
の
紳
ト

Ji
が
代

助
出
油
、

ヘ
ン

f
ル
氏
に
よ
る
オ
ル
ガ

ン

・「

ン
チ
ェ
ル
ト
も
油
於
，
チ
ケ
ッ

卜
泣
じ
ャ
ニ
—
（
リ
ハ
ー
サ
ル
チ
ケ
ッ

ト
付
さ）
、
彼
は
役
訴
祭
時
期
を
怠
識
し
た
に
迎
い
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
後
も
祈
間
は
．
内
：．．
 

メ
サ
イ
ア
・911.ili
、
リ

ハ

ー
サ
ル
翌

11
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル

は
前

11
の
飢
伶
竹
辞

の
後

「
N
.
B

(＂1
怠）

芯
屈
い
な

h
々
の
北
叫
＇
に
よ
り

油
於

会
は
1
1
1
1水馴
1
1
に
延
期

＂

開
場

~
1
1時
、
間
油
ら
3
時

（中
略
）
ご
婦
人
Ji
は
フ
ー
ノ
無
し
で
、
殿
Jj
も
リ
ー
ベ

ル
無
し
で
ご
米
場
ド
さ
い
」
訓
侭
会
後
も
新
間
に
は
ヘ
ン

デ
ル
＆
歌

f
述
へ
の
代
辞
は
続
さ
、

4
0
0
ボ
ン
ド
の
収

益
金
は
：
慈
苦

9
棠
に
そ
れ
ぞ
れ

1
2

7
ポ
ン
ド
が
献

納
さ
れ
た
と
報
パ
11
9

ロ
ン
ド
ン
音
楽
界
復
帰

「
メ
サ
イ
ア
》
ダ
プ
リ
ン
切
梱
で
粕
気
を
得
た
ヘ
ン
デ

ル
は
ロ
ン
ド
ン
に
仄
り
、

《
メ
サ
イ
ア
》
作
鼎
直
後
密
か
に

f
掛
け
て
い
た
オ
ラ
ト
リ
オ
の
仕
卜
げ
に
専
念
。

四
旬
節

を
通
し
て

6
M
の
オ
ラ
ト
リ
オ

t
油
を
内
げ
、

2
月

18
11

7

サ
ム
ソ
ン
｝
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川
E
＆
ロ

ン
ド
ン
の
は
族
達
の

国
上
ジ
ョ

ー
ジ
11
川
が
立
ち

K
が
ら
れ
、
聴
衆
は
そ
れ
に

続
い
た
U

国
卜
が
立
た
れ
た
の
に
民
が
廂
っ
た
儲
で
は
お

れ
な
い
、
全
能
の
神
を
讃
え
て
い
る
箇
所
で
附
っ

て
い
て

は
．．
 

等
々
。
聞
場
で
オ
ラ
ト
リ
オ
？

7

メ
サ
イ
ア
｝
？

と
い
う
非
難
の
中
、
ヘ
ン
デ
ル
お
気
に
人
り
の
川
．卜
が
彼

に
り
え
る
ト
の
出
米
た
称
代
だ

っ
た
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
が
後
川
の
メ
サ
イ
ア
に
及
ば
し
た
心
温

t

る
良
さ
油
於
形
態
だ
と
い
ず
る

T
行
で
す
が
、
近
年
、
伐

川
で
は
こ
う
し
た
伝
統
あ
る
聴
衆
火
視
が
廃
れ
て
き
て

い
る
様
な
：
寂
し
1
・

世
紀
を
超
え
て
現
代
迄
続
く

《
メ
サ
イ
ア
》
演
奏

最
後
に

《
メ
サ
イ
ア
）
初
朗
地
ダ
プ
リ
ン
、

括
躍
地
ロ
ン
ド

ン、

生
ま
れ
故
郷
ド
イ

ツ

・
ハ
レ
の

r
メ

サ
イ
ア
〉
油
於
時
削

・
状
況
、
油
於
形
態
守
の
規
状
を
紐

る
廿
に
し
ま
し
ょ
う
。

初
演
地
ニ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ダ
ブ
リ
ン

《
メ
サ
イ
ア
〉
初
油
地
ア
イ
ル

ラ
ン
ド

・
ダ
ブ
リ
ン

は‘

(
メ
サ
イ
ア
r
涎
牛
地
と
し
て
例
年
初
油

1
1
4
)
ー
3

II、「
di民
メ
サ
イ
ア
」
間
催
＂
中
ー
時
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ホ

ー

ル
が
在
っ
た
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ン
プ
ル
通
り
を
＾
卜
血
辿
行
止

め、

1
1
ト
朝
か
ら
ス
テ
ー
ジ

・
ト
ラ
ッ
ク
が
米
て
準
仙
3

ホ

ー
ル
跡

(
?
)
と
想
定
さ
れ
る
場
所
に
建
っ
て
い
る
そ
の

名
も
「
H
a
n
d
e
l
H
o
t
e
l
」
の
5

叫

（惰
者
は
こ
の
小
さ
な
ホ

テ
ル
の

2
陪
前
而
中
央
の
部
屈
を
確
保
、
咄
仙
を
眺
め
、

通
リ
周
辺
を
歩
き

M
り
…
）
ト
ラ
ッ
ク
の
餅
ム11
ス
テ
ー
ジ

で
リ
ハ
が
始
ま
り
・
・
・
午
後
に
な
る
と
人
人
人
、
逍
路

・
ビ

． 
ヘ
ン
デ
ル• 

注

11
を
取
り
仄
し
、
5
日
の

《
サ
ム
ソ
ン
〉
公
油
が
続
き
、

伐
る

I
M
は
？
恐
ら
く
彼
は
人
気
が
．
I
A
っ
た
好
機
に

《
メ
サ
イ
ア
》
を
企
ん
で
い
た
の
で
し
ょ
う
3

《
メ
サ
イ
ア
》

た
い

ロ
ン
ド
ン
初
演

《
サ
ム
ソ
ン
）
で
人
気
を
取
り
仄
し
た
ヘ
ン
デ
ル
は
、

漸
く

3
J
I
I
II
「
メ
サ
イ
ア
）

ロ
ン
ド
ン
初
油
を
決
屈
c

「
ー
7
4
3
年

3
J
I
I
D
II
ジ
ャ

ー
ナ
ル

□

米
週
水
肱

11

(23
11
)
コ
ヴ
ェ
ン
ト

・
ガ
ー
デ
ン
聞
場
で

《
新
し
い
・9小

教
オ
ラ
ト
リ
オ
〉
が
油
於
さ
れ
ま
す
、
間
油
18
時
」〈
メ
サ

イ
ア
）
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
使
わ
ず
。
か
つ
て
の
で
ご
＾

テ
ル
〉
で
エ
ジ
プ
ト
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
〉〈
サ
ウ
ル
〉
に
お

け
る

IWl場
で
の
オ
ラ
ト
リ
オ

k
梱
に
対
す
る
非
難
が
よ

ぎ
っ
た
に
追
い
あ
り
ま
せ
ん
。
ダ
ブ
リ
ン
で
は

H
ill
に
使

っ
て

い
た

《
メ
サ
イ
ア
》u

人
気
ソ
リ
ス
ト
を
人
れ
、
タ
イ

ト
ル
ヘ
の
気
追
い
に
も
拘
ら
ず
、
即
刻
新
聞
投
似
に
は

＇
オ
ラ
ト
リ
オ
と
は

'
9

が
教
的
行
為
で
し
ょ
う
か
c

宋
教
的

行
為
で
あ
る
な
ら
ば
お
妙
れ
し
た
い
、
咽
場
が
そ
れ
を
油

岱
す
る
じ
は
院
に
相
応
し
い

で
し
ょ
う
か
？
又
そ
こ
で

油
岱
す
る
人
々
が
神
の
御
q.r11
位
本
を
伝
え
る
咆
戦
者
た
り

糾
る
の
で
し
ょ
う
か
？

Ill約
収

1111が
汚
さ
れ
、
神
が
エ

ホ
バ
の
名
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
新
約
咆

1011
が
加
え
ら
れ
：・

(111略
）
ど
ん
な
作
品
か

ffじ
ま
せ
ん

が
、
卜
梱
の
場
所
と
油
岱
者
が
そ
れ
に
相
応
し
い
の
で
し

ょ
う
か
」
u

こ
う
し
た
人
々
の
感
伯
を
担
ね
る
れ
を
考
え
、

似
屯
に

｛
新
し
い
9

ぷ
教
的
オ
ラ
ト
リ
オ
》
と
し
た
ヘ
ン
デ

ル
で
し
た
が
：
・
。
ロ
ン
ド
ン
初
梱
に
関
し
て
は
各
新
聞
共

沈
黙
を
守
り
、

3
M
の
油
岱
に
留
ま
っ
た
と
い
う
記
録
が

|
|
|
-

ル
の
窓
満
杯
。
数
多
の
メ
サ
イ
ア
愛
好
家
が
楽
諮
を
手
に

集
ま
り
、
感
動
の
ス
タ
ー
ト
ー
・
共
に

11ず
さ
み
、

〈
ハ
レ

ル
ヤ
〉
Jj
歳
1
・

ダ
ブ
リ
ン
は

〈
di民
メ
サ
イ
ア
〉
を
守

り
続
け
て
行
く
れ
が

”dj政
・

rli制
“
と
な
っ
て
い
よ
す
。

活
躍
地
ロ
イ
ギ
リ
ス、

メ
サ
イ
ア

、

サ
イ
ア

メ

ロ
ン
ド
ン

ヘ
ン
デ
ル
が
ロ
ン
ド
ン
で

《
メ
サ
イ
ア
タ
を
油
岱
し
た

の
は

Ini
1
節

（復
括
祭
前
後
6
週
間
）
、
視
在
も
3
J
I
よ
＼

4

ヽ

）
カ

油
於
時
期
、

ロ
イ
ヤ
ル
ア
ル
バ

ー

ト

・
ホ
ー
ル
で
は
紺
年
こ
の
時
期
に

「
メ
サ
イ
ア
》
が
油

終
さ
れ
上
す
，
会
場
の
・

部
が

1^1
即
11
恥
に
％
て
ら
れ
る
巾

も
あ
り
、
趙
袋
帷
・

荘
蔽
な
人
1^1

附

ヘ
ハ
レ
ル
ヤ
）
に
身

哀
い
さ
せ
ら
れ
る
几
咎
。
舞
台
を
圃
ん
で
客
席
が
火

K
近

<
t
で
及
ぶ
収
容
人
数

8
,

c
c
::: 人
内
外
の
ヴ
ィ
ン
ヤ

ー
ド
咄
ホ
ー
ル
の
止
11
聾
で
聴
く

、
メ
サ
イ
ア
y
紺
年
聴
さ

ヘ
ン
デ
ル
生

地

:
ト
イ
ツ、

ハ
レ

17
淑
で
ハ
レ
を
出
て
ハ
ン
プ
ル
グ
で
修
茶
、
そ
の
後
イ

タ
リ
ア
に
学
び
、
イ
ギ
リ
ス

で
泊
躍

・
帰
化
、
J

ス
モ
ポ

リ
タ

ン
惰
梨
人
牛
を
送
っ
た
ヘ
ン
デ
ル
に
対
し
て、

t
地

の
対
応
は
少
々
遅
れ
て
い
ま
し
た
が
、
彼
の
誕
牛

11
2
月

凶

11
の
辿
を

〈
メ
サ
イ
ア
〉
辿
と
し
、

川
昇
中
か
ら
コ

ー

ラ
ス
メ
ン
バ
ー

を
経
り

（難
関
説
↑
率

・
）
、紬
習
•

本
番

（
t
刷

11
)
を
迎
え
、
ア
ン
コ

ー
ル

の
形
で
聴
衆
共
に
）

歳
し
な
が
ら

〈
ハ
レ
ル
ヤ
〉
を
歌
う
、
間
か
れ
た

（
メ
サ

イ
ア
》
コ
ン
サ
ー
ト
を
続
け
て
い
ま
す
c

共
に
歌
い
た
い

と
忍
わ
せ
ろ

〈
メ
リ
イ
ア
〉
で
す
2
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鈴木秀天 (oK~fo.,,)

一

．
 

に
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
。
最
晩
年
の
死
の
床
に
あ
っ
た
時
、
医

師
に
、
も
し

n分
を
助
け
ら
れ
る
医
者
が
い
る
な
ら
よ

'His

n
a
m
e
 shall b
e
 c
a
ll
e
d
 ¥liOnderfu
l
"
と
《
メ
サ
イ
ア
〉
の
ア

リ
ア
の
歌
詞
か
ら
取
っ
て
英
話
で
答
え
た
と
い
う
燈
き

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
る
。
こ
の
辺
り
の
事
佑
は
昨
年
出
版

さ
れ
た
『
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
と
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
』
（
越
懸
澤

麻
衣
苫
、
音
楽
'4
友
社
）
に
詳
し
い
。

《
メ
サ
イ
ア

(11
メ
シ
ア
11
救
世
上
の
怠
）
｝
は
大
き
く

3
陥
分
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
内
容
の
中
心
は
降
誕
・
受

難

・
復
活
以
降
だ
が
、
受
難
仙
の
よ
う
に
正
確
に
叩
者
い
の

文
言
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
レ
チ
タ
テ
ィ
ー
ヴ
ォ
（
和

音
付
き
朗
誦
）
は
殆
ど
な
く
、
合
JIDII
仙
と
ソ
ロ
曲
が
「
オ

ペ
ラ
作
曲
家
」
ヘ
ン
デ
ル
の
計
訓
に
よ
っ
て
う
ま
く
配
骰

さ
れ
て
い
る
c

も
ち
ろ
ん
、
合
唱
が
あ
る
と
き
は
大
の
平

勢
、
ま
た
あ
る
と
き
は

r
卜
字
架
に
つ
け
ろ
！
』
と
叫
ぶ

群
衆
等
々
と
様
々
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
は

J
.
s
.

特別企画 (l) 《メサイア》とヘンデル

特別寄稿

《メサイア》の魅力と聴きどころ

ベートーヴェンも愛した
《メサイア》

鈴木秀美． 
バ
ッ
ハ
の
受
難
仙
守
に
も
共
通
し
て
い
る
し
、
ア
リ
ア
が

そ
れ
ぞ
れ
の
場
血
に
応
じ
て
人
の
想
い
を
切
々
と
訴
え

か
け
る
こ
と
も
圃
様
で
あ
る
。
ア
リ
ア
は

M
時
に
ス
ト
ー

リ
ー
を
進
め
る
役
割
も
持

っ
て
い
る
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
楽
湘
は
限
ら
れ
た
も
の
で
、
弦
楽
沿

に
オ
ー
ボ
エ
が
加
わ
っ
た
枯
本
の
他
に
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
と
テ
ィ
ン
パ
ニ
が
人
る
だ
け
で
あ
る
c

も
ち
ろ
ん
そ
れ

ら
は
打
名
な
《
ハ
レ
ル
ヤ

・
コ
ー
ラ
ス
》
や
終
仙
な
ど
、
、
E

の
栄
光
、
力
ぃ
加
さ
を
表
す
も
の
と
し
て
小
IIJ欠
だ
が
、
ト

ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
は
降
誕
の
ス
ト
ー
リ
ー
に
以
れ
る
¢
へ
の

軍
勢
」
を
表
す
こ
と
や
、
「
黙
ぷ
録
」
に
あ
る
ラ
ッ
パ
の
初

き
な
ど
、
象
徴
的
な
謡
味
も
あ
っ
て

ili疫
で
あ
る
。

究
極
的
に
は
ど
ん
な
も
の
で
も
そ
う
だ
が
、
↓
．．
 
＿
11
玉
叩
と
無

関
係
な
音
楽
（
少
な
く
と
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
）
は
什
在
し

な
い
。
発
音
や
文
5

い
の
出
米
方
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
q

――-1
位
示
が
持
つ
評
き
や
音
色
、
う
ね
り
の
よ
う
な
も

の
は
歌

f
の
入
ら
な
い
滞
楽
で
も
大
い
に
関
係
す
る
。
ヘ

ン
デ
ル
（
彼
は
イ
ギ
リ
ス
に
加
化
し
た
の
で
ジ
ョ
ー
ジ

・

フ
レ
デ
リ
ッ
ク

・
ハ
ン
デ
ル
）
の
煩
の
英
語
が
、
そ
し
て

ス
テ
ー
ジ
で
そ
れ
を
発
ぃ
け
か
る
と
き
に
は
ど
う
あ
る
べ

き
な
の
か
、
こ
れ
は
か
な
り
難
し
い
問
題
で
げ
訴
の
専
門

家
の
助
け
が
人
い
に
必
要
だ
が
、
そ
の
辺
り
も

111能
な
限

り
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
う
c

今
回
初
め
て
．
絣
に
仕
廿
す
る
合
唱
団
の
比
11

さ
ん
と
、

気
心
も
知
れ
た
ソ
リ
ス
ト
達
、
そ
し
て

K
C
C
O
の
比
11

さ

ん
と
共
に
、
『
皆
知
っ
て
い
る
仙
』
を
ど
う
や
る
の
が

一
番

良
い
の
か
、
あ
あ
で
も
な
い
こ
う
で
も
な
い
と
た
く
さ
ん

話
が
で
き
る
こ
と
を
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

．
 

今
年
度
か
ら
、
神
戸

di宰
内
秤
弦
楽
団

(K
C
C
o
、
も

と

呈

古

公
11
奏
団
」
）
の
音
亦
ふ
監
粁
を
お
引
き
受
け
し
た
。

私
は
元
々
神
戸
出
身
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
渡
る
前
に
合

奏
団
の
創
Io

以
メ
ン
バ

ー
で
も
あ
っ
た
の
で
、
約
40
年
の
紆

余
曲
折
を
経
て
こ
の
什
事
を
い
た
だ
い
た
の
は
妍
し
く
‘

ま
た
感
慨
深
い
。

神
戸
市
の
文
化
振
判
財
団
に
は
、
こ
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

と
も
う
1
つ
『
混
占
合
叫
団
』
が
屈
し
て
い
る
。
こ
ち
ら

も
今
年
か
ら
監
督
が
代
わ
っ
て
佐
腺
正
粘
氏
c

ス
ズ
キ

・

サ
ト
ウ
と
こ
れ
以

L
．
般
的
に
な
り
得
な
い
名
前
の
タ

ッ
グ
で
、
し
か
し
蔽
蒻
に
新
鮮
な
音
楽
を
お

hliけ
し
よ
う

と
色
々
目
論
ん
で
い
る
。

合
附
団
と
小
規
校
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
そ
こ
に
あ
れ

ば
、
｛
メ
サ
イ
ア
了
竺
緒
に
や
ろ
う
と
い
う
の
は
誰
で
も

思
い
つ
く
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
個
人
的
に
は
、
今
ま
で

r
年
未
恒
例
』
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
Jj
が
照
き

で
あ
る
u

{

メ
サ
イ
ア
｝
の
本
邦
初
油
は

1
9
2
9
年
ら
し

い
が
、
ヘ
ン
デ
ル
当
時
の
楽
沿
や
油
岱
宵
佃
・
楽
諮
等
、

llhを
取
り
ま
く
梢
勢
を
打
成
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

の
は

1
9
7
0
年
代
の
終
わ
り
か

8

0
年
代
に
人
っ
て

か
ら
だ
ろ
う
c

私、
11身
、
そ
れ
か
ら
何
腹
弾
い
た
こ
と
か

数
え
切
れ
な
い
。

多
く
の
古
楽
（
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
岱
者
に
と
っ
て

《
メ

サ
イ
ア
〉
は
、
；
般
的
シ
ン
フ
ォ
ニ

ー
・

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
7

年
末
の
第
几
」
に
似
た
付
在
で
あ
る
c

と
い
う
の
も
、

古
楽
の
動
き
が
始
ま
っ
た
11
収
初
の
う
ち
は
大
き
な
も
の

を
や
ろ
う
と
111心
っ
て
も
、
受
難
仙
や
大
き
な
ミ
サ
、
オ
ラ

ト
リ
オ
等
を
や
る
に
は
奏
者
も
楽
湘
も
、
そ
し
て
腕
も
伯

． 

屈指の名作メサイア、神戸に密き渡る
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鈴木秀ik(()K.Miu, ..) 

G. F. ヘンデル：オラトリオ

ソプノ／ 中,.l~冴;
<o.J.I小J,f,人）

アルト ・中鴫俗m
（カウンタ jノル）

n-「／12月12日（日） 14時神戸文化ホール中ホール
管弦楽：神戸市室内管弦楽団 合唱：神戸市混声合唱団

全席指定（税込） 一般¥4,000 U25 (25歳以下） Yl,000 

（公財）神II市民文化振興財団 鵞078361 7241 https://www.kobe-ensou.Jp 

報
も
足
り
ず
、
1.11"
来
は
．
叫
心
い
が

つ
メ
サ
イ
ア
》
は

「で
も

・

し
か
」
的
什
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
1^7

州
も
ソ
ロ
も
決
し

て
筒
巾
な
わ
け
で
は
な
い
が
、
（
皆
少
し
は
知
っ
て
い
る

ハ
ズ
の
）
炎
．
出
叩
で
あ
り
、

（モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
版
、
プ
ラ
ウ
ト

版
な
ど
で
な
い
限
り
）
必
疫
な
楽
器
が
少
な
く
て
経
済
的

な
こ
と
も
た
ぶ
ん
大
い
に
関
係
し
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
ス
ト

ー
リ
ー
が
含
ま
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
年
木
に
多
く
取
り

t
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
作
品
は
．
JL

、々

教
会
の
外
で
梱
な
さ
れ
る
9

が
教

lUl、
-．．
 
口
わ
ば
あ
ま
り
届
が

凝
ら
ず
に
聴
け
る
叩
ItLI
の
物
語
と
で
も
い
う
べ
き
も
の

で
、
そ
れ
も
広
く
気
に
人
ら
れ
る
疫
点
と
な
っ
た
だ
ろ
う
c

『
第
几
』
に
も

M
じ
れ
が
．
p

口
え
る
が
、
ど
ん
な
も
の
で

も
良
く
知
っ
て
い
る
も
の
を

r
新
鮮
に
」
感
じ
る
の
は
難

し
い
。
そ
れ
に
は
徹
底
的
に
デ
ィ
テ
ー
ル
を
掘
り
．
卜
げ
て

ゅ
く
の
が
最
良
で
あ
る
。『
神
は
（
公
術
は
）
細
部
に
術
る
』

と
い
う
。

英
甜
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
炎
米
は
か
炎
語
固
で
の

み
知
ら
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
が
ち
だ
が
、
歴
史
的
に
は

そ
う
で
も
な
い
よ
う
だ

3
1
8川
紀
終
わ
り
頃
か
ら

19
世
紀

に
か
け
て
の
ウ
ィ
ー
ン
で
も
、
ヘ
ン
デ
ル
の
音
楽
を
人
々

に
知
ら
し
め
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
フ
た
。
音
楽
史
上
に

陪
躍
す
る
フ
ァ
ン
・
ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
男
爵
や
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
上
ン
の
パ
ト

n
ン
の

1
人
と
し
て
知
ら
れ
る
リ
ヒ
ノ

フ
ス
キ
ー
伯
爵
の
屈
敷
で
は
様
々
な
ヘ
ン
デ
ル
作
品
が

紹
介
さ
れ
た
ら
し
い
し
、
コ
ン
サ
ー
ト

・
ホ
ー
ル
で
も
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

《
レ
ク
イ
エ
ム
●
と
ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ

ト
リ
オ
は
疫
々
訓
岱
さ
れ
た
ら
し
い
。
そ
の
ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
が
ヘ
ン
デ
ル
を
大
変
祁
牧
し
、
《
メ
サ
イ
ア
》
を
非
常
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ル
な
、

但
界
に
通
川
す
る
，
メ
サ
イ
ア
」

来
る
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
c

バ
ロ
ッ
ク
音
楽
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
あ
る
鈴
木
秀

尖
音
楽
監
督
の
も
と
で
、
こ
の
超
大
作
へ
の
即
解
を
深
め

る
時
間
は
演
岱
家
と
し
て
炸
価
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
ぃ
や

伽
を
お
客
様
と
共
打
で
き
る

11を
心
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
る
。

|—
• 

特別企画 (l) 《メサイア》とヘンデル

特別寄稿

神戸rii'ft内管弦楽団＆神戸巾混声合P廿団団員
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神
戸
市
室
内
管
弦
楽
団

ヴ
ィ
オ
ラ
首
席

牟
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宏
子

一

•• 
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「
メ
サ
イ
ア
＇
は
、
公
ぷ

n
行
弦
楽

1
に
と

っ
て
格
別
の

絲
味
を
持
つ
楽
仙
、
と
い
う
忍
い

で
い
ろ
，

小
編
成
な
ら

で
は
の
緻
密
な
ア
ン
サ
ン
プ
ル
と
純
粋
な
蜆
りさ
が
、
作

llh

行
ヘ
ン
デ
ル
の
ア
イ
デ
ア
を
火
視
さ
せ
る
も
の
で
あ
る

・‘神
戸
市
混
声
合
唱
団

テノ
ール・

バ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
E3
木
・
一岳
相
t

《メサイア》

;
 に想う

を
お
聴
か
せ
出

神戸市室内管弦楽団＆神戸市合唱団団員
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神
戸
市
布
内
管
弦
楽
団
の
リ
ハ
ー
サ
ル
に
お
け
る
鈴

木
秀
芙
音
楽
監
督
の
こ
首
忍
11
に
対
す
る
投
求
は
、
細
や

か

H
つ
明
確
で
あ
る
。
ヴ
ィ
ヴ
ラ
ー
ト
や
／
使
い
平
ず
々
、

具
体
的
な
指
示
に
よ
り
ォ

—

ケ
ス
ト
ラ
の
開
き
は
見
る

見
る
う
ち
に
統
率
さ
れ
て
ゆ
-
V
e
作
品
へ
の
深
い
愛
枯
と

鋭
い
洞
察
が
あ
れ
ば
こ
そ
の
為
（
な
）
せ
る
技
か
と
、
仏
は

感
じ
て
い
る
。

本
年
1
2
)
‘
^
I
I
M
定
期
油
岱
会
に
お
い
て
、
い
よ
い
よ

鈴
木
監
腎
と
神

Itli混
ぃ
い
合
引
団
と
の
初
共
油
が
火
現

す
る
。
今
日
の
油
於
会
で
は
、

両
団
が
ど
の
よ
う
に
融
＾
11

す
る
の
か
が
楽
し
み
で
あ
る
＂

油

11
の
「
メ
サ
イ
ア
，
は
、
両
団
に
と

っ
て
大
切
な
レ

。ハ

ー
ト
リ
ー
と
し
て
こ
れ
よ
で
も
油
岱
し
て
き
た
仙
で

あ
る
c

イ
エ
ス

・
キ
リ
ス
ト
の
涎
牛
‘
受
難
、
復
訴
と
い

う
壮
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
を
拙
く
本
作
品
こ
そ
、
祈
体
制
と

な
っ
た
両
団
の
祈
た
な
似
間
け
を
飾
る
に
ふ
さ
わ
し
い

と
私
は
衿
え
て
い
る
c

私
た
ち
が
令
身
令
虚
を
か
け
て
お
屈
け
す
る
、

「
メ
サ
イ
ア
」
に
足
非
ご
期
持
頂
き
た
い
。

9
,
1

ー
ー

4
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． 

神戸,t,、r.,1.合~1!'ll <o小澤JI;之） -r
 ... 
rlバ
ー

，
 
メ
サ

神
）
で
は
戦
前
か
ら
艮
ら
く
親
し
ま
れ
て
き
た

イ
ア
」
。
油
な
史
を
糾
解
い

て
み
る
と
、
長
井
斤
J
や
大
澤

ぷ
人
氏
が
そ
の
ん
鞭
（
せ
ん

べ
ん
）
を
付
け
て
き
た
肘
火
が

あ
り
、
各
人
学
や
愛
好
家
の
Jj
々
に
よ
っ
て

K
作
に
股
っ

て
歌
い
継
が
れ
て
き
た
c

神
）
）

di混
し
い
合
附
団
に
と
っ
て
も
[
↑
内
竹
弦
咲
川
と
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委ll会の.,.業として出版
するも(/)です い

こ
と
は
間
迎
い
な
い
。

1
2
月
1
2
I
J
に
開
催
す
る
「
メ
サ
イ
ア
」
の
公
油
は
、
神

戸
巾
宍
に
内
管
弦
楽
団
創
立

40
周
年
の
本
年

4
月
に
就
任

し
た
鈴
木
秀
芙
音
楽
監
仔
指
揮
に
よ
る
、
神
戸
市
糾
声
合

引
団
と
の
合
同
定
期
演
於
会
で
あ
る
。

過
ム
に
も
幾
度
と
な
く
採
り
卜
げ
た
楽
仙

で
は
あ
る

が
、
今
阿
は
、
鈴
木
新
監
仔
の
追
究
す
る
ト11
楽
の
様
式
を

枯
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
楽
湘
の
特
き
を
加
え
、
輪
祁
の
鮮
明

な
、
そ
れ
で
い
て

n然
な
駄
辿
い
で
楽
仙
と
の
距
離
を
よ

り
近
く
憾
じ
ら
れ
る
、
そ
ん
な

「メ
サ
イ
ア
」
が
イ
メ
ー

ジ
さ
れ
る
c

そ
し
て
、
竹
弦
楽
団
と
合
引
団
の
両
jj
を

1

す
る
団
だ
か
ら
こ
そ
削
る
こ
と
が
で
き
る
、
深
く
密
度
の

浜
い
・5
11
楽
を
紡
ぎ
出
せ
れ
ば
と
副
う
。

お
よ
そ

3
川
紀
も
の
遥
か
な
る
間
を
超
え
て
於
で
ら

れ
ろ
灯
り
楽
を
、
今
こ
の
間
界
に
拡
が
る
苫
難
か
ら
ほ
ん
の

．
瞬
で
も
心
を
解
放
す
る

r
救
川
‘
じ
」
の
使
命
を
術
び
た

メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ

ー
と
し
て
、

神
．JI
か
ら
発

11す
る
。
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神
）

iii
iMじ
い
合
引
団
は
、
普
段
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
活
動

し
て
い
る
歌

F
の
集
団
。
ソ
リ
ス
ト
で
あ
り
な
が
ら
合
Unu

団
と
し
て
の
が
門
性
を
持
つ

こ
と
は
＾

11J
矛
析
し
た
こ

と
の
よ
う
に
111
心
わ
れ
が
ち
だ
が
、
ソ
リ
ス
ト
と
し
て
成
し
IL

す
る
凶
い
収
引
技
術
を

1
ち
省
る
こ
と
で
よ
り
狐
い
ク

オ
リ
テ
ィ
の
ハ

ー
モ
ニ

ー
を
邸
か
サ
る
こ
と
が
出
米
る
。

今
M
は
外
部
か
ら
匂
の
ソ
リ
ス
ト
を
柏
聘
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
よ
り
パ
ワ
フ
ル
で
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
コ
ナ

共
に
歴
代
の
附
押
者
に
よ

っ
て
定
期
浙
於
会
咋
で
疫
々

取
り
じ
げ
ら
れ
て
さ
た
大
切
な
レ

．ハ
ー
ト
リ
ー
で
あ
る
U

今

H
ii押
を
快
る
の
は
寮
内
符
弦
楽
団
新
音
梨
監
粁

の
鈴
木
秀
災
氏
＂
バ

u
ッ
ク

・
チ
L

口
於
行
、
指
押
行
と

し
て
恨
界
的
括
躍
を
さ
れ
て
い
る
廿
で
既
に
お
馴
染
み
。

込
外
な
こ
と
に
、
火
は
＾

11111団
と
し
て
本
格
的
な
ト
11楽
演

な
法
に
は
こ
れ
ま
で
取
り
糾
ん
だ
れ
が
無
く
、
初
の
試
み

と
な
る
＂＿
E

れ
は
合
叩11
団
の
佐
膝
止
柄
新
惰
楽
監
粁
が
椋

榜
（
ひ
ょ
う
ば
う
）
す
る

，
様
々
な
ス
タ
イ
ル
に
対
応
で
き

ろ
合
町

1
，
と
し
て
の
油
岱
が
今

H
私
た
ち
と
し
て
は
往

11し
て
頂
さ
た
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
c

81 80 



． 
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ヘ
ン
デ
ル
は
ハ
レ
で
牛
ま
れ
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
で
オ
ペ
ラ

作
曲
家
と
し
て
成
功
、
イ
タ
リ
ア
で
尖
力
を
紺
え
鍵
棉
楽

器
奏
者
で
も
名
声
を
栂
し
た
。
し
か
し
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の

宮
廷
楽
長
に
留
ま
ら
ず
イ
ギ
リ
ス
で
オ
ペ
ラ
、
王
窄
の
た

め
の
音
楽
そ
し
て
オ
ラ
ト
リ
オ
で
W
ー
時
随

．
の
大
ぃ
"11
楽

家
と
し
て
ヨ

ー
ロ
ッ
パ

111に
そ
の
名
を
轟
か
せ
た
c

ま
さ

に
国
際
人
と
し
て
の
活
樅
だ
っ
た
。
作
風
と
し
て
は

19朗

で
、
聴
き
手
に
中
福
感
を
勺
え
る
抒
枯
性
を
持
っ

て
お

り
、
オ
ペ
ラ
や
オ
ラ
ト
リ
オ
で
は
似
れ
た
劇
場
癌
党
を
発

押
し
、
ま
た
＾
11
奏
協
於
仙
や

，上
宮
の
化
火
の
音
楽
」
の

よ
う
な
機
会
音
楽
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
仙
を
多
く
残
し
た
°

ヘ
ン
デ
ル
の
人
生
と
創
作
態
度
は
、
同
年
生
ま
れ
の
ヨ

ハ
ン

・
ゼ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン

・
バ

ッ
ハ

(1
6
8
5
¥
l
7

5
0
)
と
よ
く
比
較
さ
れ
る
。
バ
ッ
ハ
は
中
部
ド
イ
ツ
を

・
小
離
れ
る
こ
と
な
く
家
族
を
促
い
、
宮
廷
と
教
会
に
屈

ヘ
ン
デ
ル
の
音
楽
の
特
長

特別企画 (l) 《メサイア》とヘンデル

ヘンデルの生涯、音楽の特長、
そして影響

ヘンデルがオペラに代わってロンドンの聴衆の心を制んだのが

オラトリオだった

； ． 
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カ
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そ
の
後
二
役
は
ハ

ゲ
オ
ル
グ

・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

・
ヘ
ン
デ
ル

(l
6
8
5

S
l
7
5
9
)
は
況
ザ
ク
セ
ン
1
1
ア
ン
ハ
ル
ト
州
の
ハ
レ

で

t
ま
れ
た
。
幼
少
期
か
ら
が
11
楽
の
才
能
を
見
せ
、
教
会

の
オ
ル
ガ
ン
を
達
者
に
弾
い
た
と
い
う
。
ヘ
ン
デ
ル
の
父

親
は
W
ー
地
の
領

t
ヴ
ァ
イ
セ
ン
フ
J

ル
ス
公
に
仕
え
る

朕
行
（
床
松
）
で
、
息
子
が
行
楽
家
で
は
な
く
法
作
家
に

な
る
こ
と
を
沼
ん
だ
が
、
公
爵
は
ヘ
ン
デ
ル
の
楽
オ
を
品

め
援
助
を
r
J
え
た
。
彼
は
ー

7
0
3
年
に
ハ
ン
ブ
ル
ク
に

移
り
、
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト

・
カ
イ
ザ
ー
が
収
り
仕
切
る
オ
ペ

ラ
で
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
於
行
、
チ
ェ
ン
バ
ロ
伶
行
と
し
て
話

羅
し

1
7
0
5
年
、
最
初
の

rI作
ォ
ベ
ラ

「
ア
ル
ミ
ー
ぅ’

を

k
油
し
て
成
功
を
収
め
た
。
社
交
的
だ
っ
た
彼
は
こ
の

頃
テ
レ
マ
ン

(1
6

8
1
ー

1
7
6
7
)
、
マ
ッ
テ
ゾ

ン

(1
6

8
1
¥
1
7
6
4
)
と
親
し
く
父
及
し
た
。
彼
は

倅
那
を
畑
い
、

1
7
0
6
年
に
は
イ
タ
リ
ア
ヘ
行
き
、
リ

ー
マ
、
ヴ
ゴ
ネ
チ
ア
、

1
ポ
リ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
各
地
で

オ
ペ
ラ
を
卜
訓
し
、

'
n
ド
リ
ー
ゴ
」
、

「
ア
グ
リ
ッ
ピ
ー

ナ
」
な
ど
人
気
を
得
た
3

．
カ
コ
レ
ッ
リ
、
ス
カ
ル
ラ
ッ

テ
ィ
と
知
り
合
い
、
オ
ル
ガ
ン
、
イ
ェ

ン
バ
ロ
俗
れ
と
し

て
も
叫
采
を
浴
び
た
e

1
7
l
l
l
年
、
ヘ
ン
デ
ル
は
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
の
窮
廷
楽

K
の
職
に
就
い
た
。
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
は
隅
場
も
あ
り
イ
タ

リ
ア
音
楽
が
盛
ん
で
、
ヘ
ン
デ
ル
は
オ
ペ
う

k
油
も
期
待

さ
れ
た
が
、
彼
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
を

経
て
イ
ギ
リ
ス
に
渡
っ
た
c

ー
7
1
1
年

n
ン
ド
ン
で

K

油
し
た

「
リ
ナ
ル
ド
」
は
大
好
評
で
、

ヘ
ン
デ
ル
は
ヨ
ー
ロ

ッ
バ
を
巡
り
イ
ギ
リ
ス
で

生
粍
独
材
を
通
し
た
c

バ
ッ
ハ
が
内
面
の
充
火
を
刑
想
と

し
て
沿
楽
、
内
楽
に

n_J紬
陀
の
氏
成
を

11的
に
削
作
を

続
け
た
の
に
対
し
。

ヘ
ン
デ
ル
は
じ
佼
貴
族
、

iij民
の
耳

を
い
か
に
占
ぃ
ば
せ
る
か
を
第
．
に
削
作
に
励
ん
だ
の
だ

っ
た
。
20
世
紀
後
半
の
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
似
聞
ふ
ツ
ぃ
凡
役
行
の

ー
人
、
指
仰
行
ア
ー
ノ
ン
ク
ー
ル
は
柑
淋
，
ト
11
楽
と
は
何

か

．
．．．．
 
り閥
と
し
て
の
5

晶
ぷ
ー
（
樋
11
府
．
、
訃
光
俊
沢
、
背

楽
'4
友
社
）
の
中
で
、
『
ヘ
ン
デ
ル
は
彼
の
時
代
に
わ
け
る

最
初
の
仰
人
な
間
界
人
で
あ
っ
た
…
彼
が
大
成
功
し
た

大
き
な
刑

111は
、
彼
が
そ
の
時
々
の
聰
衆
が
即
解
で
さ
る

背

楽
．．．．
 
崎
m
を
川
い
て
行
楽
を

"9い
た

こ
と
で
あ
る
…
彼

は
古
典
派
時
代
以
袖
、
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
成
功
ル

収
め
た
数
少
な
い
作
仙
家
の
1
人
だ
っ
た
。
出
版
社
と
の

共

M
作
叢
が
彼
の
作
品
を
大
い
に
流
辿
さ
せ
、
確
火
な
恨

酬
を
約
束
し
た
の
は
間
迎
い
な
い
』
と
n
11
い
て
い
る
。

ヘ
ン
デ
ル
の
生
涯

．
 

． 

ノ
ー
フ
ァ

ー
に
仄
っ
た
も
の
の
翌
年

llIび
ロ
ン
ド

ン
に

赴
き
、
結
屈
、
終
生
こ
の
地
に
留
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
n
ll

ン
ド
ン
で
彼
の
オ
ペ
ラ
は

「忠
実
な
ゃ
飼
い
＇
を
は
じ
め

卯
行
的
に
成
功
し
、

1
7
2
0・年
設
立
さ
れ
た
「
王
立
音

楽
ア
カ
デ
ミ
ー
」
を
中
心
に
生
託
仰
仙
も
の
オ
ペ
ラ
を
作

仙
し
た
。
こ
の
間
岱
し
く
も
1
7
1
4
年
ヘ

ン
デ
ル
が
半

ば
職
場
放
東
し
た
ハ
ノ

ー
フ
ァ

ー
の
選
帝
保
が
ジ
ョ
ー

ジ
ー
川
と
し
て
イ
ギ
リ
ス

1
．
ー
に
即
位
し
た
c

か
つ
て
は

ヘ
ン
デ
ル
が
関
係
修
似
の
た
め
に
，
水
卜
の
背
楽
’
を
げ

い
た
と
い
う
逸
話
が
あ
っ
た
が
＾
1
11
で
は
ぷ
11
定
さ
れ
て

い
る
。
ー
7

2
4
年
に
イ
ギ
リ
人
に
仙
化
し
た
ヘ
ン
デ
ル

は

k
ぃ
以
礼
拝
党
付
作
仙
，
氷
、
窮
廷
作
仙
，
氷
に
任
命
さ
れ

た
。
し
か
し
、
ロ

ン
ド
ン
で
の
オ
ペ
ラ
判
，り
は
作
仙
家
ボ

ノ
ン
チ
ー
ニ
ら
反
対
努
力
が
規
れ
、
よ
た
邸
衆
の
好
み
の

心
久
化
も
あ
っ
て
失
辿
し
、
何

M
か
経
済
的
な
危
機
に
見
舞

）
ー
た
2

4
A
 

ヘ
ン
デ

ル
が

4
ペ
ラ

に
代
わ
っ

て
ロ
ン
ド

ン
の
聴
衆

の
心
を
訓
ん
だ

の
が
イ
ラ
ト
リ
オ
だ

っ
た
ぃ
，
サ
ウ
ル
」

「
ソ
ロ
モ
ン」

や

「
ユ
ダ
ス
・
マ
カ
ベ
ウ
ス
」
の
よ
う
に
、

じ
に

111約
州
村
に
登
場
す
る
虻
雄
が
凶
材
の
オ
ラ
ト
リ

オ
は
関
場
で
油
俗
さ
れ
‘
装
叩
11
と
衣
裳
を
伴
わ
な
い
オ
ペ

ラ
そ
の
も
の
だ

っ
た
c

こ
と
に
晩
年
ま
で
人
気
を
誇
っ
た

「
メ
リ
イ
ア
＇
（

ー
7
4
ー
）
も
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
、
受
難

と
復
訴
が
テ
ー

マ
だ
が
、
教
会
背
楽
で
は
な
く
聞
場
作
品

だ
c

国
教
会
の
気
風
と
ロ
ン
ド
ン

dj民
の
嗜
好
が
ヘ
ン
デ

ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
を
歓
迎
し
た
の
だ
っ
た
。
ヘ
ン
デ
ル
は

ー
7

5
ー
に
は
視
力
を
失
い
、

911作
の
．
円
糾
な
ど
し
て
い

た
が

1
7
5
9
年
死
去
し
た
U

後
世
へ
の
影
翌

存
命

111炭
敬
と
人
気
を
得
た
ヘ
ン
デ
ル
の
音
楽
は
時

代
の
波
を
か
い
く
ぐ
っ
て
も
命
脈
を
保
ち
統
け
た
c

ト11
典

派
の
時
代
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
と
ハ
イ
ド
ン
の
＾
11
叫
作

llh法

は
ヘ
ン
デ
ル
が
校
範
だ
っ
た
c

よ
た
ベ

ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
は

ヘ
ン
デ
ル
を
最
大
限
祁
敬
し
、

「
ユ
ダ
ス

・
マ
カ
ベ
ウ
ス
」

の

「119
よ
、
？
力
名
は
加
る
」
の
旋
作
で
チ

ェ
ロ
と
ピ
ア
ノ

の
た
め
の
変
岱
仙
を
作
仙
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
大
バ
ッ

ハ
の
鍵
糀
作
品
が
時
代
遅
れ
と
し
て
紬
習
仙
と
し
か
認

識
さ
れ
ず
、
受
難
仙
は
ほ
ぼ
ー
0

0
年
後
に
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
に
よ

っ
て
舛
油
さ
れ
る
よ
で
人
々
か
ら
忘
れ

K

ら
れ
た
の
と
は
対
照
的
だ
C

的
に
油
外
さ
れ
、

し
た
品
録
が
あ
り
、

ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は
人
気
を
保
ち
続
け
た
c

モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
、
ハ
イ
ド

ン
が
ヘ
ン
デ
ル
を
牧
愛
し
た
刑

111が
オ
ラ
ン

ダ
出
身
の
イ
ー
ス
ト
リ
ア
外
交
',11
ス
ヴ
ィ

ー
テ
ン
男
爵

、

、

｀
 

コ
ッ

ー
フ
リ
ー
1

)

.
)
u
 

t
/
 

え
た
の
だ
っ
た
。

よ
た
7

メ
リ
イ
ア
，

c
.
p

.
I
l
•

バ
ッ
ハ
は
何
皮
か
指
押

u
ン
ド

ン
‘
ウ
ィ

ー
ン
で
は
ヘ

ン
デ

（
ー
7
3
3
＼
ー
8
0
3
)

惰
楽
愛
好
，
氷
で
作
仙
も
し
た
男
爵
は

1
7
8
6

年、

「惰
楽
を
愛
J
ろ
孔
族
の
た
め
の
協
会
」
を
設
しy
し
て

油
伶
会
を
行
う
よ
う
に
な

っ
た
"

依
柏
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
、

は
継
続

の
什
在
だ

ス
ヴ
ィ
ー
テ
ン
男
爵
の

｀
エ
イ
シ
ス
と
ガ
ラ
テ
ア
，

(1
7
8
8
年
）
や

「
メ
サ
イ
ア
＇
（

ー
7
8
9
年
）
な
ど

を
中
ー
時
の
楽
湘
や
朗
な
が
11
側
に
合
わ
せ
て
糾
仙
し
た

u
lAi

み
に
，
火
地
削
辿
」「
四
なI
」
は
男
爵
の
ド
イ
ツ
●
叩
翻
ボ
に

よ
る
テ
ク
ス
ト
が
晩
年
の
ハ
イ
ド
ン
に
削
作
怠
欲
を
仔

「
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r-

．
 

•
一

団
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
点
で
教
会
音
楽
で
は
な
い
9

．
小
教
仙

と
し
て
の
こ
の
仙
の
本
質
に
も
合
致
し
て
い
る
。

r
メ
サ

イ
ア
」
に
関
心
が
あ
る
人
な
ら
ば
、
．
度
は
耳
に
し
て
叩
lI

＜
価
値
が
あ
る
c

◎
ト
マ
ス

・
ビ
ー
チ
ャ
ム
指
押
ロ
イ
ヤ
ル

・
フ
ィ
ル
ハ
ー

モ
ニ

ー
管
．

llH、
ジ
ェ
ニ
フ
ァ
ー
・
ヴ
ィ
ヴ
ィ
ア
ン

(
S
)
、

モ
ニ
カ
・
シ
ン
ク
レ
ア

(MS)
、
ジ
ョ
ン
・
ヴ
ィ
ッ
カ
ー
ズ

(
T
)
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ

・
ト
ッ
ツ
ィ

(BS)
（
R
C
A
)

ヘ
ン
デ
ル
の
オ
ラ
ト
リ
オ
は
、
教
会
で
歌
わ
れ
る
ウ
が
教

巾
で
は
な
く
、
劇
場
に
お
け
る
コ
ン
サ
ー
ト
用
の
作
品
で

あ
り
、
オ
ペ
ラ
に
近
い
劇
的
な
性
格
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

る
。
そ
れ
を
強
調
し
た
の
が
こ
の
演
癸
で
あ
る
c

ビ
ー
チ
ャ

ム
は

1
9
5
9
年
の
録
音
に
W
ー
た

っ
て
、
名
指
押
名
ユ
ー

ジ
ン

・
グ
ー
セ
ン
ス
に
モ
ダ
ン
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
機
能

を
フ
ル
に
発
押
出
来
る
よ
う
な
編
曲
を
依
頼
し
た
c

こ
う

し
て
完
成
し
た
の
が
こ
の
版
で
、
令
行
が
人
括
蹄
し
、
「
ハ

特別企画 (l) 《メサイア》とヘンデル

聴いておきたい《メサイア》
CD&DVD 
ダブリン初派版による録音の

シェルヘン指揮ウィ ーンl玉l立歌劇場管

の

l
'
1
ー

•

．
 

rメサイアJ が初演されたダJリンの一 ルズ音'i-¥' ． 野崎正俊

ヽ

◎
ヘ
ル
マ
ン

・
シ
ェ
ル
ヘ
ン
指
揮
ウ
ィ
ー

ン
lhIし
M
歌
聞

場
竹
、
ウ
ィ
ー
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー

111、
ピ
エ
レ
ッ
ト
・
ア
ラ

リ
ー

(
S
)
、
ナ
ン

・
メ
リ
マ
ン

(
A
)
、
レ
オ
ポ
ル
ド
・
シ
モ

ノ
ー
(
T
)
、
リ
チ
ャ
ー
ド

・
ス
タ
ン
デ
ン

(BS)
（
W

E
S
T
)

r
メ
サ
イ
ア
』
は
ー
7
4
2
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
ダ

ブ
リ
ン
の
慈
善
油
奏
会
で
初
函
さ
れ
た
が
、
ヘ
ン
デ
ル
の

生
前
か
ら
梱
妓
人
の
度
に
会
場
や
出
餅
者
の
条
件
に
合
わ

せ
て
何
炭
も
改

M
さ
れ
て
い
る
の
で
、
決
定
版
と
い
う
の

は
存
在
し
な
い
。
そ
も
そ
も
竹
楽
沿
の
使
川
は
控
え
め

で
、
金
管
は
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
部
分
的
に
活
躍
す
る
だ
け

だ
っ
た
U

そ
の
ダ
ブ
リ
ン
切
油
版
に
よ
る
録
行
が
こ
の
シ

ェ
ル
ヘ
ン
の
油
於
で
あ
る
。
シ
ェ
ル
ヘ
ン
は
個
性
的
か
つ

独
苦
的
な
解
釈
の
指
押
行
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で

の
彼
は
比
較
的
穏
健
な
解
釈
で
、
恣
慈
的
な
指
押
は
控
え

ら
れ
、
気
分
に
流
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
U

◎
カ
ー

ル
・
リ
ヒ
タ
ー
指
押
n

ン
ド
ン

・

フ
ィ
ル
ハ
—

E

ニ
ー
秤
、
ジ
ョ
ン

・
オ
ー
ル
デ
ィ
ス
町
、
ヘ
レ
ン

・
ド
サ
ー

ト

(
S
)
、
ア
ン
ナ
・
レ
イ
ノ
ル
ズ

(MS)
、
人
テ
ュ
ア
ー
ト
・

バ
ロ
ウ
ズ

(T
)、
ド
ナ
ル
ド

・
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
(Hr
)（D

G
)

バ
ッ
ハ
指
揮
者
と
し
て
砂
名
だ
っ
た
リ
ヒ
タ
ー
だ
け

に、

1
1
1
姐
の
ア
イ
ン
ザ
ッ
ツ
か
ら
強
烈
な
ア
ク
セ
ン
ト
が

効
い
て
お
り
、
い
つ
も
の
リ
ヒ
タ
ー
ら
し
い
限
固
な
メ
リ

ハ
リ
と
大
胆
な
怖
弱
で
貫
か
れ
て
い
る
＂
そ
れ
で
も

f
兵

の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

・
バ
ッ
ハ
竹
弦
梨
団
と
＾
1111団
を
率
い

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
彼
と
し
て
は
比
較
的
大
人

し
い
油
岱
と
い
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
は
と
も
か
く

リ
ヒ
タ
ー
の
集
中
）
の
蒻
さ
は
や
は
り
1
1心
ト
で
、
バ
ロ
ッ

レ
ル
ヤ

・
コ
ー
ラ
ス
，
で
は
シ
ン
バ
ル
ま
で
脈

f
に
呪
ら

さ
れ
る
。
独
引
行
の
歌
の
ス
タ
イ
ル
と
い
い
、
ま
さ
に
隕
楊

オ
ラ
ト
リ
オ
と
し
て
の
而
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。

◎
マ
ル
ク

・
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
指
揮
ル

ー
ヴ
ル
惰
楽
隊
・

同
州
、
リ

ン

・
ド
ー
ソ
ン
／

ニ
コ

ー
ル
・
ヒ
ー
ス
ト
ン

(
S
)
、
マ
グ
ダ
レ
ー
ナ
・
コ
ジ
ェ
ナ
ー

(MS)
、
シ
ャ

ー

ロ
ッ
ト

・
ヘ
リ
カ

ン
ト

(A
)、
プ
ラ
イ
ア
ン
・
ア
サ
ッ

(
C
,
T
)、
ジ
ョ
ン

・
マ
ー
ク
・

エ
イ
ン
ズ
リ
ー

(T
)、
ラ

ッ
セ
ル

・
ス
ミ
ス

(Br
)、
ブ
ラ
イ
ア
ン

・
バ
ナ
タ
イ
ン
1
1

ス
コ
ッ
ト

(RS)
（
と
-
c
h
)

ミ
ン
コ
フ
ス
キ
が
満
を
位
し
て
録
が
11
し
た

ヘ
ン
デ
ル

の
人
作
で
あ
る
。
ピ
リ
オ
ド
楽
沿
の

f
兵
を
率
い
た
彼
の

油
於
は
、
あ
く
ま
で
も
行
楽
の
本
質
を
究
め
よ
う
と
す
る

滅
実
さ
が
あ
る
。
油
於
は
卜
分
に
こ
な
れ
て
い
て
少
し
も

無
郎
な
所
が
な
い
の
に
加
え
、
弾
む
よ
う
な
リ
ズ
ム
の
上

に
こ
ま
か
な
行
の
動
き
に
禾
軟
さ
が
あ
る
。
暖
か
い
梢
感

に
溢
れ
て
い
る
の
も
特
徴
と
．．
 
f

いえ
よ
う
。
＾
患
宜
は
ト
ラ
ン

ベ
ッ
ト
、
ホ
ル

ン
各

2
本
だ
け
だ
が
「
ハ
レ
ル
ヤ

・
コ
ー

ラ
ス
」
は
釧
や
か
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の

k
に
速
め
の
テ
ン

ポ
で
歌
わ
れ
て
|
分
な
効
果
を

K
げ
て
お
り
、
独
仙
11
は
各

パ
ー
ト

2
名
が
歌
い
分
け
る
な
ど

r布
な
音
楽
作
り
が

心
掛
け
ら
れ
て
い
る
。

◎
ク
リ
ス
ト
フ

ァ
ー
・
ホ
グ
ウ
ッ

ド
指
押
エ
ン

シ
ェ
ン

卜
屯
内
符
、
ウ
上
ス
ト
ミ
ン
ス
タ

ー
人
叩
虚
~
命1

0歌
隊
、
ジ

ュ
デ
ィ
ス

・
ネ
ル
ソ
ン
／

エ
マ

・
カ
ー
ク
ビ
ー

(
S
)
、
キ

ャ
ロ
ラ
イ
ン

・
ワ
ト
キ
ン
ソ
ン

(
A
)
、
ポ
ー
ル
・
エ
リ
オ

．
 • 

ク
の
枠
組
み
か
ら
は
離
れ
て
い
な
い
。
独
un11
陣
の
JJ引
は

マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ア
の
歌
に
は
あ
く
の
ぃ
加
さ
が

立
派
だ
が
、

み
ら
れ
る
c

◎
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
マ
ッ
ケ
ラ
ス
指
揮
ウ
ィ
ー

ン
放
送
評
・

引
、
エ
デ
ィ
ト
・
マ
テ
ィ
ス

(S)
、
ビ
ル
ギ
ッ
ト

・
フ
ィ
ン

ニ
レ

(
A
)
、
ペ

ー
タ
ー
・

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー

(T
)、
テ
オ

・

ア
ダ
ム

(BS)
（A
r
ch
)

モ
ー
ツ
ァ
ル

ト
編
仙
版
に
よ
る
油
岱
で
あ
る
。
ウ
ィ
ー

ン
の
は
族
の
飢
で
梱
奏
さ
れ
る
た
め
の

1
7
8
9
年
の

糾
仙
で
、
全
体
の
構
成
や
オ
ー
ケ
ス
ト
レ
ー
シ
コ
ン
は
コ

ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

ILi身

が
付
け
た
も
の
で
は
な
い
に
し
て
も
、

K
5
7
2
と
い
う

作
品
番
け
を
持
つ
だ
け
に
、
ウ
ィ

ー
ン
古
典
5
11
楽
ら
し
い

味
わ
い
を
持
っ
て
い
る
3

マ
ッ
ケ
ラ
ス
の
指
抑
は

f
恨
J

で
、
ド
イ
ツ
北
唱
い
の
歌
閥
を
生
か
し
た
ド
イ
ツ
・
ス
タ
イ

ル
の
収
火
な
油
於
と
し
て
の
品
位
が
あ
る
。
マ
テ
ィ
ス
以

ド
仙
引
者
が
心
を
込
め
て
歌
っ
て
い
る
の
が
印
象
深
い
c

◎

コ
リ
ン

・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
指
押
バ
イ
エ
ル
ン
放
送
襲
り

・

圃
11
、
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト

・
。フ
ラ
イ
ス

(
S
)
、
ハ
ン
ナ

・
シ
ュ

ヴ
ァ
ル
ツ

(
A
)
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

・
バ
ロ
ウ
ズ

(T
)、
サ

イ
モ
ン

・
エ
ス
テ
ス

(
B
S
,
H
r
)
(
P
II
)

こ
れ
と
い
っ
た
特
別
な
個
性
は
拉
た
な
い
も
の
の
、
デ

イ
ヴ
ィ
ス
の
指
押
は
さ
す
が
に

11匠
的
な
風
格
に
溢
れ

た
安
定
感
が
あ
り
、
．
般
的
な＂
り心味
で
の
コ
ン
サ
ー
ト

・

ス
タ
イ
ル
の
1
1心
本
と
も
い
う
べ
き
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
合
引

団
が
範
に
す
る
に
足
る
タ
イ
プ
の
水
派
の
閻
い
油
岱
と

ソヽ

(BS
)
 

(T
)、
デ
イ
ヴ
ィ

ッ
ド

・
ト
ー

マ
ス

(W
)

-

ホ
グ
ウ
ッ
ド
は
こ
れ
と
は
別
に

M
じ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、

仙
引
者
た
ち
と

C

D
を
録
音
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の

3
年
後
の

1
9
8
2
年
に

B
B
C
テ
レ
ビ
川
に
ウ
ェ
ス

ト
ミ
ン
ス
タ
ー
大
叩
常

で
収
録
さ
れ
た
映
像
の

り
V

D

化
で
あ
る
。
コ
ー
ラ
ス
の
女
内
パ
ー
ト
は
ソ
プ
ラ
ノ
が
ボ

ー
イ
・
ソ
プ
ラ
ノ
、
ア
ル
ト
も
＂
内
が
歌

っ
て
お
り
、

Ni

川
さ
れ
て
い
る
楽
諮
は
ホ
グ
ウ
ッ

ド
の
C
D
と

M
じ
ー

7
5
4
作
の
括

f
"ぃ
店
打
院
版
で
、
こ
の
時
「メ
サ
イ
ア
兄
か

ャ紅
村
院
の
附
脳
教
会
で
初
め
て
9

が
教
的
オ
ラ
ト
リ
オ
と

し
て
油
於
さ
れ
た
。
ト11
楽
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
バ
ッ
ク
に
し

て
、
ノ
ン

・
ヴ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
町
法
の
ネ
ル
ソ
ン
以
下
の
歌

附
が
松
貼
ら
し
く
、
こ
の
仙
の
本
来
あ
る
べ
き
姿
を

11
内
視

し
て
い
る
と
．．．．
 
11
え
よ
う
。
バ
ロ
ッ
ク
・
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン
の

淡
味
の
あ
る
辿
力
も
聴
き
も
の
で
あ
る
。

◎
エ

ル
ヴ
ェ
・
ニ
ケ
桁
抑
コ
ン
セ
ー
ル

・
ス
ビ
リ
チ

ュ
エ

ル
（
合

111共
）
、
サ
ン
ド
リ
ー
ヌ

・
ピ
オ
ー

(
S
)
、
ア
ン
テ
ア

・

ビ
シ
ャ
ニ
ク

(MS
)、
ク
レ
シ
ミ
ル

・
シ
え
ヒ
ツ
ェ
ル

(T
)、
ボ

ジ
ダ
ル

・
ス
ミ
リ
ャ
ニ
チ

(BS
応
5

)

（V
er
s
a
ill e
s
)
 

こ
れ
も

1
7
5
4
年
の
捨

f
沿

fj院
版
に
よ
る
演
奏

で、

観
客
を
人
れ
た
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ

111
じ
屯
歌
劇
場
で
の

ラ
イ
ヴ
映
像
で
あ
る
U

ニ
ケ
の
指
揮
は
音
楽
を
大
胆
に
捉

え
な
が
ら
、

細
部
ま
で
入
念
な
ア
ゴ

ー
ギ
ク
を
付
け
て
流

れ
の
良
い
惰
楽
を
作
っ
て
い
る
。
こ
と
さ
ら
人
を
憶
か
せ

る
よ
う
な
油
於
で
は
な
い
に
し
て
も
、
こ
こ
に
は

ニ
ケ
が

バ
ロ
ッ
ク
背
楽
と．

0

．．
 
11
う
枠
に
捉
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
音
楽

に
対
す
る
ロ
マ
ン
と
も
い
え
る
気
氾
が
涼
っ
て
い
る
U

85 84 



•• 

作曲中のヘンデル

(
rem
)
の
鉗
音

(D
e
n
)

で
あ
る
。
ス
ー
ク
の
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ン
は
あ
く
ま
で
も
瑞
々
し
く
、
チ
ェ
ン
バ

ロ
の
深
い

饗
き
を
得
て
生
命
感
溢
れ
る
永
述
の
名
梱
に
な
っ
て
い

る
c

現
在
で
は

2
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た

111
ヘ
ン
デ
ル
全
集

の
作
品
ー
は
、
全
部
が
ヘ
ン
デ
ル
の
＂
ぺ
作
か
に
疑
間
が
持

た
れ
て
い
る
が
、
ヒ
ロ

・
ク
ロ
サ
キ
(

V
n
)

と
ウ
ィ
リ
ア

ム

・
ク
リ
ス
テ
ィ

(rem
、

懸

の

油

奏

(
V
ir
g
in
)

は
作

品

l
か
ら
の

5
曲
に
別
の
2
曲
を
加
え
て
い
る
。

2
人
は

ピ
リ
オ
ド
楽
淵
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
レ
ザ
ー
ル
・
フ
ロ
リ

サ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
・

マ
ス
タ
ー
と
指
揮
者
と
の
関
係

に
あ
り
、
良
く
歌
う
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
と
弾
力
性
あ
る
チ
ェ

ン
バ
ロ
の
コ
ン
ビ
は
も
ぎ
た
て
の
果
物
の
よ
う
に
新
鮮

で
、
現
代
に
蘇
っ
た
古
典
と
言
う
こ
と
が
出
米
る
。

ァ

．
 

特別企画 (l) 《メサイア》とヘンデル

これだけは聴いておきたい
ヘンデルの名作とCD&DVD
ラスキーヌの明快なハープのソロが際立つ

ハープ協奏仙は珠玉にふさわしい

． 

野崎正俊

•— 

ウ
ィ
リ
ア
ム

・
ク
リ
ス
テ
ィ
指
揮
エ
ン
ラ
イ
ト
ゥ
メ

ン
ト
室
内
管
、
グ
ラ
イ
ン
ド
ボ
ー
ン
仙11
、
サ
ラ

・
コ
ノ
リ

ー

(MS)
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ド
ゥ

・
ニ
ー
ス

(
S
)
、
パ
ト
リ

シ
ア

・
バ
ー
ド
ン

(MS)
、
ア
ン
ゲ
リ
カ

・
キ
ル
ヒ
シ
ュ
ラ

エ
ー
ザ
レ
）』

◎
オ
ペ
ラ
『
ジ

ュ
リ
ア
ス
・

シ
ー
ザ
ー

（
ジ
ュ

リ
オ

・
チ

(
B
e
r
l
in
)
 

ー
・

シ
ュ
ラ
イ
ア
ー

(T
)、
ヘ
ル
タ
・
テ
ッ
バ

ー

(A
)
 

ェ
ル
ン
ス
ト

・

ヘ
フ
リ
ガ
—

(BS)
、
ゲ
ン
ド
ウ
ラ

・
ヤ
ノ
ヴ
ィ
ッ
ツ

(S
)
 ペ
ー
タ

ヘ
ル
ム
ー
ト
・

コ
ッ
ホ
指
押
ベ
ル
リ
ン
放
送
叩
~り
•
町、

テ
オ

・
ア
ダ
ム

(T
)、

◎
オ
ラ
ト
リ
オ

『マ
カ
ベ
ウ
ス
の
ユ
ダ
』．
 

◎
合
奏
協
奏
曲
作
品
3
&
6

• 

◎

『
水
上
の
音
楽
』
、
『
王
宮
の
花
火
の
音
楽
』

こ
の
2
間
は
い
ず
れ
も

E
宮
の
舟
遊
び
、
あ
る
い
は
化

火
人
会
と
い
う
野
外
油
岱
川
の
作
品
と
し
て
金
行
楽
淵

群
が
大
括
躍
す
る
鼎
と
し
て
ド
げ
か
れ
、

C
D
で
も
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
，
撤
胚
的
に
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
と

し
て
の
綿
密
な
与
証
に
枯
づ
く
人
胆
な
油
於
は
、
エ
ル
ヴ

ェ
・
ニ
ケ
指
押
コ
ン
セ
ー
ル

・
ス
ピ
リ
チ
ュ
エ
ル

(
Glo
s
s
a
)

に
代
表
さ
れ
る
。
ビ
リ
オ
ド
符
楽
沿
だ
け
で
も
70
名
を
超

え
、
総
汁

11名
か
ら
な
る
＾
11
岱
の
壮
観
さ
に
圧
倒
さ
れ

る
。
ジ

ョ
ン
・
エ
リ
オ
ッ
ト

・
ガ
ー
デ
ィ
ナ
ー
指
押
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・
バ
ロ
ッ
ク

・
ソ
ロ
イ
ス
ツ

(Er
)
は
・
水

ト
の
音
楽
』
だ
け
だ
が
、
バ
ロ
ッ
ク
的
な

f
怯
を
取
り
人

れ
た
解
釈
で
す
っ
き
り
と
柩
刑
さ
れ
た
前
岱
で
あ
る
。
111

ヘ
ン
デ
ル
令
集
の
ク
リ
ュ
ザ
ン
ダ
ー
版
に
よ
る

『
水

t
の

音
楽
』
に
は
エ
ド
ゥ
ア
ル
ト
・

フ
ァ
ン

・
ベ
イ
ヌ
ム
指
揮

ロ
イ
ヤ
ル

・
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ウ
秤

(P
I
I
)
が
大
ら
か

な
表
伯
で
、
い
か
に
も
ヘ
ン
デ
ル
に
ふ
さ
わ
し
い
。

6
仙
か
ら
成
る
作
品
3
は
オ
ー
ボ
エ
協
於
仙
と
も
呼

ば
れ
る
が
、
そ
れ
は
独
岱
木
符
楽
湘
群
の
中
で
オ
ー
ボ
エ

の
多
彩
な
括
削
ぶ
り
が

11し
以
つ
た
め
の
愛
称
で
あ
る
。
C

D
は
数
多
く
、
ま
ず
ト
レ
ヴ
ァ
ー
・

ビ
ノ
ッ
ク
指
揮
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ

・
コ
ン
サ
ー
ト

（と、
c
h
)
が
洗
練
さ
れ
た
油

於
で
あ
る
。
ジ
ー
ン

・
ラ
モ
ン
率
い
る
タ
ー
フ
ェ
ル
ム
ジ

ー
ク

・
バ
ロ
ッ
ク
狩

(
S
C
)
は
も
う
少
し
索
朴
で
、
ド

イ
ツ
の
バ
ロ
ッ
ク
音
楽
と
い
う
性
格
が
強
い
U

作
品
6
の

ホ
ル
ス
ト
1
1
タ
ヌ

・
マ
ル
グ
ラ
ー
フ
指
押

ハ
レ

・
ヘ
ン

こ
の
オ
ラ
ト
リ
オ
の
第
3
部
で
歌
わ
れ
る
＾
11
引
仙

，11心

ょ
刃
行
は
畑
る
」
を
聴
け
ば
、
あ
の
仙
か
と
誰
し
も
が
111心

い
喝
た
る
に
追
い
な
い
。
具
休
的
に
．．．． 11
う
な
ら
ば
、
人
相

撲
で
の
似
勝
賜
杯
の
授
り
の
際
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会

の
表
彰
式
な
ど
で
梱
A
人
さ
れ
る
音
楽
で
あ
る
。
そ
の
磁
味

で
は
ヘ
ン
デ
ル
の
音
楽
で
は

「
ハ
レ
ル
ヤ
・
コ

ー
ラ
ス
」

以

t
に

一
般
に
広
く
知
ら
れ
た
仙
と
．．
 
9
11
え
る
か
も
知
れ

な
い
。
ま
た
ベ

ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
チ

ェ
ロ
の
た
め
の
変
於

仙
の
主
題
に
川
い
て
い
る
。
た
だ
こ
の
合
町
鼎
は
ー
7
4

7
年
の
初
油
時
に
は
な
く
、
後
に
別
の
オ
ラ
ト
リ
オ
か
ら

転
川
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ヘ
ン
デ
ル
の
牛
前
に
は

？メ

サ
イ
ア
』
に
次
ぐ
人
気
を
誇
っ
た
オ
ラ
ト
リ
オ
だ
が
、

脱

在
で
は
尖
際
に
前
奏
さ
れ
る
機
会
は
少
な
い
。
ド
イ
ツ
語

訳
版
な
が
ら
こ
の

C
D
は
そ
の
渇
を
組
す
に
卜
分
な
名

訓
で
あ
る
。

．
 

一

が
飛
び
抜
け
て
打
名
な
の
で
、
こ
の
仙
に
つ
い
て
の
み
佃

ijt
に
叫
す
。
こ
の

n
v
lJで
は
メ
ゾ

・
ソ
ブ
ラ
ノ
の
ラ
ス

マ
ッ
セ
ン
が
歌
っ
て
い
る
が
、
独
」
＞
し
た
仙
と
し
て
歌
わ

れ
る
場
合
は
、
カ
ウ
ン
タ
ー
テ
ノ
ー
ル
が
歌
う
他
に
、
か

つ
て
キ
ャ
ス
リ
ー
ン

・
バ
ト
ル
が

C

M
ソ
ン
グ
と
し
て

歌
っ
て
．

但
を
風
靡
し
た

(
K
)
。
彼
女
の
よ
う
な
リ
リ
ッ

ク

・
ソ
。フ
ラ
ノ
の
他
に
テ
ノ
ー
ル
も
歌
う
し
、
＇
ラ
ル

ゴ
」

と
し
て
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
淵
楽
で
も
仏
＜
油
岱
さ
れ
る
。

ー

(S
)
、
他

(E
u
ro)

ミ
ヒ
ャ
エ
ル

・
ハ
ン
ペ
梱
出

に
よ
る
ド
レ
ス
デ
ン
背

楽
祭
で
の
ラ
イ
ヴ
映
像
で
あ
る
。
け
頭
で
セ
ル
セ
が
歌
う

ア
リ
オ
ー
ゾ

「オ
ン
ブ
ラ

・
マ
イ

・
フ
（
緑
の
木
拾
よ
）
」

ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
ス
ハ

ー
フ
ェ
ン
歌
聞
場
引
、
ポ
ー
ラ

・
ラ
ス

マ
ッ
セ
ン

(MS
)、
ア
ン

・
ハ
レ
ン
ベ
リ

(MS)
、
イ
ザ
ベ

ル

・
バ
イ
ラ
ク
タ
リ
ア
ン

(
S
)
、
サ
ン
ド
リ
ー
ヌ
・
ビ
オ

ク
リ
ス
ト
フ

・
ル
セ
指
押
レ

・
タ
プ
ン

・
リ
リ
ク
、
ル

◎
オ
ペ
ラ
『
セ
ル
セ

（ク
セ
ル
ク
セ
人
）』

デ
ル
音
楽
祭
狩
(
B
e
rli
n
)
は
モ
ダ
ン
楽
淵
に
よ
る
油
麿

―

が
、
ド
イ
ツ

・
ス
タ
イ
ル
の
伝
統
を
伝
え
る
収
実
さ
で
忘

れ
ら
れ
な
い
。

◎
オ
ル
ガ
ン
協
奏
曲
作
品
4

6
仙
か
ら
成
る
作
品
4
の
オ
ル
ガ
ン
協
岱
仙
は、

だ
と
い
う
。

◎
ハ
ー
プ
協
奏
曲
変
口
長
調
作
品
4
|
6

ロ
ン

ド
ン
時
代
に
閑
場
で

t
演
さ
れ
た
彼
の
オ
ラ
ト
リ
オ
の

悩
間
に
小
オ
ル
ガ
ン
を
川

い
て
油
供
さ
れ
た
も
の
ら
し

ぃU

ビ
ー
タ
ー
・

ハ
ー
フ
ォ

ー
ド
の
オ
ル
ガ

ン
と
ジ
ョ
シ

ュ
ツ
・
リ
フ
キ
ン
指
仰
コ
ン
セ
ル
ト
ヘ
ボ
ウ
宅
内
符

(D
)
の
油
岱
は
オ
ラ
ン
ダ
の
パ
ペ
ン
ド
レ
ヒ
ト
に
あ
る

ベ
ッ
レ
ヒ
ム
教
会
の
オ
ル
ガ

ン
を
使
川
し
て
い
る
が
、
人

げ
さ
に
は
な
ら
な
い
小
粋
で
伯
ま
し
や
か
な
表
視
が
好

ま
し
い
3

即

OO
の
部
分
は
ハ

ー
フ
ォ
ー
ド
の
ア
ド
・
リ
プ

こ
の
仙
は
オ
ル
ガ
ン
協
岱
曲
第

6
番
の
異
船
で
あ
る
。

リ
リ
ー
・
ラ
ス
キ
ー
ヌ
と
ジ
ャ
ン
1
1

フ
ラ
ン

ソ
ワ
・

パ

イ
ヤ
ー
ル
指
揮
。ハ
イ
ヤ
ー
ル
窄
内
竹

(Er
)
は
、
典
雅
な

が
ら
ラ
ス

キ
ー
ヌ
の
明
快
な
ハ

ー
プ
の
ソ
ロ
が
際
立
つ

た
油
岱
で
、

珠

Ii
の
よ
う
な
小
品
に
ふ
さ
わ
し
い
。

◎
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ソ
ナ
タ
集
作
品
ー

ヘ
ン
デ
ル
の
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

・
ソ
ナ
タ
は

6
仙
あ
り
、

作
品
吊
99
ー
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

15
仙

の
ソ
ナ
タ
虹

に^
’
い
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
の

4
仙
を
収
め
た
の
が
ヨ

セ
フ
・
ス

ー

ク

(
V
i
l
)

と
ス
ザ
ナ
・
ル
—

ジ
イ
ッ
チ
コ
ヴ

ー
ガ
ー

(MS
)、
他

(
D

C

ll
)

•

•
•
)
、
ド
ド
ー
ン
が

1
1楽
祭
で
卜

貨

~

ヽ

2
 c::::: 5
り
0

ク
ラ
イ
ン

さ
れ
て
話
凶
に
な
っ
た
、
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
マ
ク
ヴ
ィ
カ

ー
油
出
の
ラ
イ
ヴ

D
V
D
で
あ
る
＂
ド
ゥ

・
ニ
ー
ス
の
味

力
的
な
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
も
見
ど
こ
ろ
だ
が
、
何
よ
り
も
ク

リ
ス

テ
ィ

の
指
押
す
る
雄
弁
な
油
岱
が
人
き
な
説
得
力

を
持
っ
て
い
る
。
コ
ノ
リ
ー
の
チ
ェ

ー
ザ
レ
も
カ
エ
サ
ル

ら
し
い
風
格
が
あ
る
。
C
D
で
は
マ
ル
ク

・
ミ
ン

コ
フ
ス
キ

指
揮
ル
ー
ヴ
ル
止
11
楽
隊

(A
r
c
h
)

が
コ
ジ
ェ

ナ
ー
、
フ
ォ

ン

・
オ
ッ
タ
ー
な
ど
の
名
歌

f
を
揃
え
た
名
油
で
あ
る
c

87 
86 


